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おのまち認定こども園の
新年度がスタートしました！
　新年度のおのまち認定こども園は、22人の
新入児を迎え、126人の子どもたちでスタート
しました。　　
　初めて入園した子どもたちは、お家の方から
離れ、寂しさで泣いてしまう姿も見られ、進級
した子どもたちも少し緊張しながらも、新しい
部屋や新しい先生にドキドキしている様子でし
た。今年度からは子どもたちの部屋に新しい玩
具、パズル・ままごとコーナーが新設され、毎
日楽しく過ごしています。
　また今まで各クラスで食べていた給食は、今
年度は３歳児から５歳児までは一緒にランチ
ルームで食べています。お昼の鐘の音が聞こえ
ると、「給食だ！」と喜んでランチルームに駆け
寄り、自分で食べる量を選び、おかわりをして
大満足の様子が見られます。
　これからも、子どもたちが園生活に慣れ、安
心して好きな遊びを楽しめる環境を作っていき
ます。

地域子育て支援拠点事業（おひさまカフェ）のお知らせ
～友だちを誘って遊びませんか～

開催時間

予約先

午前10時から午後３時まで

おのまち認定こども園　☎73-8321

料金

月曜日・水曜日・金曜日

無料

開催日

実施内容

実施内容

　おのまち認定こども園では、０歳から就学前までのお子さんや保護者の皆さんの相談や交流の場と
して、園を開放しています。
（※こども園に在園していないお子さんも利用できます。）
　電話で簡単に予約できますので、お気軽にお申し込みください。

月　日 事　業　名 内　　容

5月
16日㊎ 赤ちゃんひろば（10：00～11：00） ０歳児で入園を予定している赤ちゃんと保護

者を対象にした施設見学や説明会を行います。

24日㊏ 庭園開放（9：00～12：00） 親子で自由に遊べるように庭園を開放します。

　児童館「キラッと☆おの」は、子どもたちが走り回ることができる広々とした遊戯室、児童クラ
ブ室、図書室のほか、個別に過ごせるデン空間※など、安心して過ごせる場所も備えています。
　屋外には「芝生の広場」「地域の広場」「幼児の広場」「児童の広場」と４つの遊び場があり、子育て
中の保護者の皆さんが気軽に訪れ、交流できる場となっています。
　学校帰りの放課後児童クラブの子どもたちは木のぬくもりが感じられる新しい施設に「ただい
まぁ！」と言って館内に入り、宿題をしたり、絵本を見たり、広場で遊んだりと家庭的な空間の中
で保護者の方のお迎えを待つ姿が見られます。
　一時預かりの保育室もありますので、育児中、保護者の方のリフレッシュや、ご都合で家庭保
育ができない場合にご利用ください。
　今後も遊びに来てくれた地域の皆さんが楽しく交流でき、キラッと輝く児童館となるように活
動してまいります。

キラッと☆おの に
行ってみよう !行ってみよう !

「これから、よろしくね！」

キラッと☆おの にキラッと☆おの に
「ボールで遊ぶ？縄

跳び？」
「ただいまぁ！」

「ママ、見て！」

※デン空間とは…一般的には小部屋や書斎などを指す言葉として使われています。
　　　　　　　　児童館では子どもたちにとっての安心できる空間となっています。
問小野町児童館キラッと☆おの　☎61-4431



high school

小野 高 通信

君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  0247-72-3171　FAX  0247-72-6211
https://ono-h.fcs.ed.jp

「入学式」
　４月７日、来賓と保護者の皆さんにご臨席いただき、令和７年度の入学式
が盛大に挙行されました。
　入学式での新入生の表情を見ていると、緊張感とともに、これから始まる
中学校生活に胸を膨らませている様子が伝わってきました。
　新入生の代表生徒からは「小学校で学んできたことを生かし、仲間と協力
しながら進取果敢に行動し、小野中学校の歴史に新たな１ページを作ってい
けるよう、失敗を恐れず全力で取り組むことを誓います」と力強い誓いの言
葉があり、頼もしさを感じました。
　地域の皆さんには、引き続き本校の教育にご支援とご協力をいただくとと
もに、地域の宝であり、未来を担う、小野中学校の全校生213人の学びと成
長を温かく見守っていただきますよう、１年間どうぞよろしくお願いします。

junior high school

小野 中 通信

＜お知らせ＞
　学校での子どもたちの活動の様子は、「小野町教育ポータルサイト」（https://ono.fcs.ed.jp/）に
随時掲載していますので、ぜひご覧ください。

primary school
小 野 小 通信 「新１年生、元気に入学」

令和７年度おのまち小学生スプリング・ショート・プログラム開講！◇入学式

◇対面式・生徒会オリエンテーション

　４月７日、令和７年度の入学式が挙行されました。今年度は42人の元
気な新１年生を迎えました。式では、担任の先生から呼名され、元気な声
で「はい！」と返事をすることができました。
　また校長先生や来賓の方々からのお話をよい姿勢で聞いていて、これか
らの成長がとても楽しみな子どもたちです。
　新１年生が明るく、楽しく学習活動ができるように、全教職員で導いて
いきたいと思います。地域の皆さんには温かく見守っていただき、子ども
の姿を見かけましたら「おはよう」「おかえり」などと声をかけていただくよ
うお願いします。

　３月25日、26日、27日の３日間、「おのまち小学生スプリング・ショート・プログラム（春休み学習会）」を開講
しました。小学校を卒業したばかりの６年生のうち、58人の希望者を対象に算数（数学）と英語の学習に取り組み
ました。
　目的は小学校の学習内容の振り返りと習熟、中学校へのスムーズな接続です。昨今よく言われる『中１ギャップ』
の解消にもなればと考えています。今回は、中学校に入学後すぐ学習する内容も学びました。
　塾講師による授業は児童たちに大変好評で、終了後のアンケートでは中学校に入ってから「勉強を頑張ろう」と
いう意欲が高まった児童が95％以上となりました。今回も多くの児童にとって実り多い学びとなりました。

　84年の歴史を誇る小野高校として、最後の入学生となる31人を迎え、入
学式が４月９日に挙行されました。
　新入生の代表の羽生伊吹さん（小野中出身）が「地域から愛される小野高校
のために力を尽くす」と力強く誓いの言葉を述べ、新入生31人それぞれが希
望に満ちた第一歩を踏み出しました。
　新入生の皆さん、本校のキャッチフレーズ「夢をカタチに」を実現できる
よう、失敗を恐れず、さまざまなことに果敢に挑戦していきましょう！

　４月10日に対面式および生徒会オリエンテーションを実施しました。
　２・３年生による学校行事や部活動の紹介が行われ、新入生は高校生活
に胸を膨らませていました。部活動紹介では昨年度全国大会出場を果たし
た弓道部が、弓を射る姿を披露し会場を沸かせました。
　新入生を代表して、吉田真唯さん（小野中出身）がお礼の言葉を述べると、
２・３年生からは温かい拍手が送られ、和やかな雰囲気に包まれました。一
日も早く小野高校での生活に慣れ、活躍してくれることを願っています。

＜お知らせ＞
　学校での子どもたちの活動の様子は、「小野町教育ポータルサイト」（https://ono.fcs.ed.jp/）に
随時掲載していますので、ぜひご覧ください。
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i n f o rm a t i o n
お知らせ

i n f o rm a t i o n
お知らせ

　

こ
れ
ま
で
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は

現
金
で
納
付
す
る
場
合
、
専
用
の

郵
便
振
込
用
紙
の
み
利
用
可
能
で

し
た
が
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
は

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
以
下
、

「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
））

の
記
載
さ
れ
た
納
付
書
が
利
用
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
税
目（
町
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、軽
自
動
車
税（
種
別
割
）、

国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）や「
ｅ
Ｌ
番
号（
エ

ル
ば
ん
ご
う
）」を
利
用
し
て
地
方

税
共
同
機
構
が
提
供
す
る「
地
方

税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
や
、「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）に
よ
る

ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
の
納
付
が

　

詳
し
く
は
、「
地
方
税
お
支
払
い

サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
地

方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
で
検
索
を

し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

https://w
w
w
.paym

ent.eltax.
lta.go.jp/

）

問
税
務
課
☎
７
２

－

６
９
３
２

■
第
１
次
試
験
日

　

９
月
７
日
㊐

問
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

問
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２

－

２
２
１

－
２
０
２
２

可
能
で
す
。

　

利
用
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

■
受
験
資
格

１
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な

い
方
お
よ
び
令
和
８
年
３
月
ま

で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
あ
る

方
２
人
事
院
が
１
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

■
受
験
申
し
込
み
受
付
期
間

６
月
13
日
㊎
か
ら
６
月
25
日
㊌

ま
で

■
受
験
申
し
込
み
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　

詳
し
く
は
、
国
家
公
務
員
採
用

試
験
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（https://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
l

）

１　
「
ｅ
Ｌ

-

Ｑ
Ｒ
」

　
　
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）の
読
取

　

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
の

ト
ッ
プ
画
面
で
、「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」

の
読
取
を
選
択
し
て
、「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」を
読
み
取
り
ま
す
。

　

ま
た
は
ｅ
Ｌ
番
号
を
入
力
し

ま
す
。

４　

手
続
き
完
了

　

お
支
払
完
了
の
メ
ー
ル
の
受

信
確
認
を
し
て
、
手
続
き
完
了

で
す
。

２　

納
付
額
の
確
認

　

納
付
額
や
納
付
先
を
確
認
し

て
、「
お
支
払
い
」へ
進
み
ま
す
。

　

お
支
払
い
す
る
納
付
書
を
追

加
す
る
場
合
は
、「
続
け
て
読
み

取
る
」を
選
び
ま
す
。

　

田
村
市
・
三
春
町
・
小
野
町
の

介
護
・
看
護
職
の
合
同
職
場
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
事
業
所
の
担

当
者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
希
望
さ
れ
る
方
は
個
別
面

談
も
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

事
業
所
は
５
社
参
加
予
定
で
す
。

未
経
験
・
無
資
格
の
方
で
も
応
募

で
き
る
求
人
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
23
日
㊎

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

■
場
所　

田
村
市
役
所
１
階
多
目

的
ホ
ー
ル（
田
村
市
船
引

町
船
引
字
畑
添
76
番
地

２
）

■
定
員

30
人

■
申
し
込
み
方
法

　

事
前
予
約
制
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

郡
山
の
窓
口
、
ま
た
は
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
職
業
相

談
第
一
部
門

☎
０
２
４

－
９
４
２

－

８
６
０
９

（
４
１
#
）

「
介
護
・
看
護
の
合
同
職
場

  

説
明
会
in
た
む
ら
」の

　
　
　

         

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
か
ら
地
方
税
共
通

納
税
の
対
応
金
融
機
関
が
拡
充

さ
れ
ま
す

国
家
公
務
員「
税
務
職
員

採
用
試
験
」（
高
校
卒
程
度
）

の
お
知
ら
せ

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

か
ら
の
支
払
方
法

お
知
ら
せ

３　

お
支
払
い
方
法
の
選
択

　

お
支
払
い
方
法
を
選
択
し
て

決
済
を
行
い
ま
す
。

【
お
支
払
い
方
法
】

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

・
口
座
振
替（
ダ
イ
レ
ク
ト
方
式
）

※
町
の
口
座
振
替
と
は
異
な
り

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
Ｐ
ａ
ｙ

－ｅ
ａ
ｓ
ｙ（
ペ
イ
ジ
ー
）
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問
税
務
課

☎
７
２

－

６
９
３
２

【
福
島
県
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
で
運
輸
支
局
の
登

録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者（
割
賦

販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使
用

者
）が
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

納
期
限
内
で
あ
れ
ば
、
全
国
の

主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に

よ
る
納
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
も
可
能
で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
な
ど
に

よ
り
届
か
な
い
場
合
は
左
記
の
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
制

度
に
つ
い
て

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
自
動
車
は
、
納
税
義
務
者
の
申

請
に
よ
り
自
動
車
税（
種
別
割
）が

減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
６
月
２
日
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
県
中
地
方
振
興
局

　

県
税
部　

課
税
第
２
課

☎
０
２
４

－

９
３
５

－

１
２
６
１

　

６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」で
す
。
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
の
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定
め
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

お
よ
び
福
島
地
方
法
務
局
に
お
い

て
も
、
６
月
１
日
の「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」を
中
心
に
、
県
内
各

地
で
啓
発
活
動
お
よ
び
特
設
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」に

限
ら
ず
電
話
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご

と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

■
日
時　

６
月
３
日
㊋

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　

午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

役
場　

第
三
会
議
室

　
　
　
　
（
分
庁
舎
内
）

　

結
婚
し
て
50
年
、
め
で
た
く
金

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」

は
、ご
夫
婦
の
金
婚
式
を
祝
福
し
、

賞
状
と
記
念
の〝
お
し
ど
り
金
メ

ダ
ル
〞を
贈
る
も
の
で
す
。
福
島

民
報
社
と
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
で
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
ま
た
は
小

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

７
月
４
日
㊎
ま
で

問
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
７
２

－

６
８
６
６

　

６
月
１
日
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

郡
山
の
職
業
相
談
窓
口
の
開
庁
時

間
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
日
の
開
庁
時
間

【
変
更
前
】

　

月
・
水
・
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

ま
で

　

火
・
木
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

【
変
更
後
】

　

月
・
水
・
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で

　

火
・
木
曜
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時

30
分
ま
で

※
職
業
相
談
以
外
の
窓
口（
雇
用

保
険
、
求
人
、
助
成
金
、
職
業

訓
練
な
ど
）の
開
庁
時
間
は
、
平

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
閉
庁

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山

☎
０
２
４

－

９
４
２

－

８
６
０
９

〜
特
設
相
談
所
を
開
設
〜

【
電
話
相
談
】

■
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

■
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

■
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

　

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
・

バ
イ
ク
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
納
期

限
内
で
あ
れ
ば
全
国
の
主
な
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
や「
ｅ
Ｌ

－

Ｑ
Ｒ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）「
ｅ
Ｌ
番

号（
エ
ル
ば
ん
ご
う
）」を
利
用
し

た
納
付
も
可
能
で
す
。

　

納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
転
居
な
ど
に

よ
り
届
か
な
い
場
合
は
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

制
度
に
つ
い
て

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
さ
れ

る
軽
自
動
車
は
、
納
税
義
務
者
の

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
６
月
２
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
は

　

６
月
２
日
㊊
ま
で
に　
　

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

６
月
１
日
は　
　
　
　
　

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　

  

で
す

『
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
』

の
申
込
を
受
付
け
て
い
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
郡
山
の
職
業

相
談
窓
口
開
庁
時
間
の
変
更


